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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期

第１四半期連結
累計期間

第61期
第１四半期連結
累計期間

第60期

会計期間
 自平成23年４月１日
 至平成23年６月30日

 自平成24年４月１日
 至平成24年６月30日

 自平成23年４月１日
 至平成24年３月31日

売上高（百万円） 26,980 33,768 122,880

経常利益（百万円） 2,209 2,693 10,059

四半期（当期）純利益（百万円） 1,076 1,256 6,853

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
2,432 4,119 4,726

純資産額（百万円） 82,334 84,065 81,202

総資産額（百万円） 126,528 143,432 134,886

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
20.14 23.72 128.41

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
20.13 － 128.41

自己資本比率（％） 63.0 57.5 59.1

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第61期第１四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクの内容について重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、欧州の金融不安が懸念されるものの、東日本大震災からの復興需要や

米国、中国を中心とした海外経済の持ち直し等から緩やかな景気拡大が続きました。 

　当社グループの主要顧客であります国内自動車メーカーにおきましては、昨年の震災の影響による減産から大幅

な増産体制となり、政府景気刺激策と相俟って、生産、販売ともに大幅に増加しました。また、海外自動車メーカーに

おきましては、米国の景気回復やアジアでの生産、販売の伸びも見られ、総じて堅調に推移しました。

　このような状況のなか、当社グループの当第１四半期連結累計期間の連結売上高は、前年同期比25.2％増の337億

６千８百万円となりました。

　一方、利益面では、売上高の増加に伴う利益増があり、連結営業利益は前年同期比17.4％増の28億２百万円となり

ました。連結経常利益は前年同期比21.9％増の26億９千３百万円となり、連結四半期純利益は前年同期比16.8％増

の12億５千６百万円となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　

①合成樹脂成形品事業

　合成樹脂成形品事業は、昨年の震災の影響から当第１四半期連結累計期間は本格的な回復が見られ、減税やエコ

カー補助金と相俟って、国内販売は順調に推移しました。一方、海外でも韓国を始めとするアジアでの伸張、北米の

景気回復など、総じて順調に推移しました。 

　この結果、当第１四半期連結累計期間の合成樹脂成形品事業の売上高は前年同期比27.9％増の293億７千８百万円

となりました。営業利益につきましては、販売の増加に伴い、前年同期比21.2％増の36億１千１百万円となりまし

た。

　

②ベッド及び家具事業

　ベッド及び家具事業は、「シモンズベッド」としての高級ブランド戦略が奏功し、特に国内においては昨年に引き

続き順調に推移しました。この結果、当第１四半期連結累計期間のベッド及び家具事業の売上高は前年同期比

11.6％増の38億２千９百万円となりました。営業利益につきましては、工場の稼働率の向上及び経費節減の効果も

あり、前年同期比16.3％増の４億４千万円となりました。

　

③その他の事業

　その他の事業は主に新聞及び出版事業であります。当第１四半期連結累計期間のその他の事業の売上高は、メディ

アの多様化及び広告収入の減少により、前年同期比2.1％減の５億６千万円となりました。営業損失は原価低減活動

により３千８百万円（前年同期の営業損失は５千６百万円）となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当社グループの主要なマーケットである自動車産業については、特に新興市場において活況を呈しておりグロー

バル・ベースでは今後も成長していくものと考えておりますが、技術の進化は激しく、顧客からの要請等も市場に

よって多様化しております。

　当社グループがさらに飛躍・成長するためには、これらのニーズに的確に対応し、グローバル・ベースでの顧客満

足度を向上させることが課題であります。

　その課題達成に向けて、これまでの社内常識を疑い顧客が満足できるよう原価改善を図ること、グローバルな人財

開発体制を強化すること、グローバル標準作業を確立すること、グローバル化に対応できるよう情報システムを再

構築すること等に注力するとともに、当面の課題はグローバル戦略車及び多国間プロジェクトの円滑な立ち上げ及

びグローバル各社の品質レベル向上と考えております。
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　なお、海外拠点が急激に拡大・増加しておりますので、新たな市場、顧客を開拓することに伴う各拠点のリスク管

理を事務面も含め平時から強化するとともに、緊急の事態にも対応・支援できる体制強化も重要な課題としており

ます。

(3）研究開発活動　

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、３億９千５百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(4）生産、受注及び販売の実績　

　当第１四半期連結累計期間において、合成樹脂成形品事業の生産、受注及び販売実績が著しく増加しております。

これは震災の影響で落ち込んでいた自動車業界の生産挽回に対応したことによるものであります。

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループでは、自動車メーカーに対する売上比率が高い水準にありますので、世界の自動車需要及び自動車生

産の動向次第で、経営成績が重要な影響を受ける場合があります。また、自動車マーケット以外では、日本及びアジ

アの経済状況によって業績が影響される場合があります。

　また、当社グループは、経営戦略としまして「究極のグローバルビジネスモデルの追及と収益の極大化」を進めて

おります。

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析　

①資産・負債及び純資産の状況

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ85億４千５百万円増加し1,434億３千２百万

円となりました。主な増加要因は、有形固定資産の増加45億４千４百万円及び販売の増加に伴い受取手形及び売掛

金が17億７千６百万円増加したことなどによるものであります。 

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ56億８千１百万円増加し593億６千６百万円

となりました。主な増加要因は、有形固定資産の増加等に伴う流動負債のその他の増加22億６千４百万円及び仕入

取引の増加に伴い支払手形及び買掛金が７億６千４百万円増加したことなどによるものであります。 

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ28億６千３百万円増加し840億６千５百万

円となりました。主な増加要因は、為替の円安により為替換算調整勘定が28億５千２百万円増加したことによるも

のであります。

②資金需要

　当社グループの運転資金の使途として、主に製品製造過程に供される原材料や部材の購入のほか、製造費用や販売

費及び一般管理費等の営業費用があります。営業費用のうち主なものは、人件費、物流費及び研究開発費でありま

す。これらの必要資金は、利益の計上から生み出した内部資金により賄っております。

　設備投資資金については、その投資に際し、投資採算及びキャッシュ・フローを重視し実施しております。これら

設備投資資金は、原則として減価償却費及び利益の計上から生み出された内部資金の一部を充当することとしてお

りますが、最近における海外での積極的な設備投資については、一部外部借入で調達しております。

③財務政策

　当社グループは、健全な財政状態、営業活動によりキャッシュ・フローを生み出す能力等により、運転資金及び設

備投資資金を調達しておりましたが、海外を中心に積極的な設備投資資金に対応するため、上記外部借入のほか、直

接調達として普通社債150億円を発行しております。

　これにより当社グループの調達手段の多様化及び低コストでの長期安定資金の調達が実現し、さらに資本コスト

の引き下げ効果及び設備投資効果と相俟って、今後も財務体質は引き続き安定して推移するものと考えておりま

す。

(7）経営者の問題認識と今後の方針について　

　経営者の問題認識については、「(２)事業上及び財務上の対処すべき課題」ならびに「(４)経営成績に重要な影

響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し」において説明したとおりであります。

　今後の方針については、当社グループのビジネスがますますグローバル化していく中で、各市場及び顧客ごとの

ニーズをくみ上げた事業展開を図ることにより優良企業として長期的な観点から企業価値を高めていきます。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 233,000,000

計 233,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普　通　株　式 53,754,477 53,754,477
株式会社東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

　 100株　

計 53,754,477 53,754,477 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年４月１日～

　平成24年６月30日
－ 53,754,477 － 7,290 － 11,651
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（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】　

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式       309,100
－ －

（相互保有株式）

普通株式         5,800
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式    53,419,400 534,194 －

単元未満株式 普通株式        20,177 － －

発行済株式総数 53,754,477 － －

総株主の議決権 － 534,194 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、信託口が保有する当社株式476,000株（議決権4,760個）が含まれてお

ります。

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

株式会社ニフコ

神奈川県横浜市戸塚区

舞岡町184番地１
309,100－ 309,100 0.57

（相互保有株式）

ニフコ化成株式会社

東京都八王子市

高倉町43－３
2,500 － 2,500 0.00

（相互保有株式）

日英精機株式会社

神奈川県川崎市中原区

宮内２丁目25－６
3,300 － 3,300 0.00

計 － 314,900－ 314,900 0.58

 

２【役員の状況】

　社外取締役　柳井俊二については、平成24年６月27日に提出した前事業年度の有価証券報告書の「略歴」欄に三菱電

機株式会社の社外取締役である旨を記載しておりますが、平成24年６月28日に同社の社外取締役を退任しておりま

す。

　その他には、前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 29,306 29,891

受取手形及び売掛金 27,793 29,570

有価証券 5,077 5,770

商品及び製品 7,487 8,063

仕掛品 1,916 1,979

原材料及び貯蔵品 3,279 3,609

繰延税金資産 901 872

その他 4,076 4,419

貸倒引当金 △75 △84

流動資産合計 79,764 84,090

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,831 15,183

機械装置及び運搬具（純額） 7,441 8,057

金型（純額） 2,298 2,529

工具、器具及び備品（純額） 2,018 2,171

土地 14,282 14,634

建設仮勘定 5,519 7,359

その他（純額） 11 10

有形固定資産合計 45,403 49,947

無形固定資産

のれん 290 377

その他 914 1,330

無形固定資産合計 1,205 1,707

投資その他の資産

投資有価証券 6,871 5,900

繰延税金資産 232 333

その他 1,550 1,470

貸倒引当金 △140 △18

投資その他の資産合計 8,513 7,686

固定資産合計 55,122 59,341

資産合計 134,886 143,432
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,848 14,613

1年内償還予定の社債 － 15,000

短期借入金 4,697 5,455

1年内返済予定の長期借入金 152 182

未払金 2,145 1,930

未払法人税等 1,076 1,513

賞与引当金 1,340 2,053

その他 5,393 7,657

流動負債合計 28,655 48,405

固定負債

社債 15,000 －

長期借入金 6,967 7,581

繰延税金負債 692 748

退職給付引当金 1,900 2,014

その他 468 616

固定負債合計 25,028 10,960

負債合計 53,684 59,366

純資産の部

株主資本

資本金 7,290 7,290

資本剰余金 11,651 11,651

利益剰余金 74,604 74,639

自己株式 △1,770 △1,734

株主資本合計 91,775 91,846

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 272 76

土地再評価差額金 △86 △86

為替換算調整勘定 △12,286 △9,434

その他の包括利益累計額合計 △12,100 △9,444

少数株主持分 1,527 1,664

純資産合計 81,202 84,065

負債純資産合計 134,886 143,432
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 26,980 33,768

売上原価 18,239 23,845

売上総利益 8,741 9,922

販売費及び一般管理費 6,355 7,120

営業利益 2,385 2,802

営業外収益

受取利息 69 35

貸倒引当金戻入額 － 119

その他 102 105

営業外収益合計 171 260

営業外費用

支払利息 76 98

為替差損 188 208

その他 83 62

営業外費用合計 348 369

経常利益 2,209 2,693

特別利益

投資有価証券売却益 3 －

固定資産売却益 3 20

その他 1 1

特別利益合計 7 22

特別損失

投資有価証券評価損 － 15

固定資産処分損 1 8

震災に伴う操業度差異 505 －

その他 4 0

特別損失合計 511 24

税金等調整前四半期純利益 1,705 2,690

法人税等 469 1,332

少数株主損益調整前四半期純利益 1,236 1,357

少数株主利益 160 101

四半期純利益 1,076 1,256

少数株主利益 160 101

少数株主損益調整前四半期純利益 1,236 1,357

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △26 △195

為替換算調整勘定 1,221 2,957

持分法適用会社に対する持分相当額 1 －

その他の包括利益合計 1,196 2,761

四半期包括利益 2,432 4,119

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,256 3,912

少数株主に係る四半期包括利益 175 206
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

連結の範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間より、ＳＭＮホールディング、シモンズタイランドを新たに設立したため、連結の範囲に含

めております。

　また、鹽城升甫については、当第１四半期連結会計期間において買収したため、連結の範囲に含めております。

　　

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

税金費用の計算

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　該当事項はありません。

　

（四半期連結損益計算書関係）

　　　該当事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 1,418百万円 1,513百万円

のれんの償却額 10 13

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,335 25 平成23年３月31日 平成23年６月29日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 1,218 23 平成24年３月31日 平成24年６月28日利益剰余金

　（注）配当金の総額には、従業員持株会信託口に対する配当金の金額10百万円を含めておりません。これは当社と信託口

が一体であるとする会計処理に基づき、信託口が所有する当社株式を自己株式として処理しているためでありま

す。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  　 Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

〔報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報〕

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他

（注1）　

調整額

（注2）

四半期連結損益

及び包括利益計

算書計上額

（注3）　

合成樹脂

成形品事業

ベッド及び家

具事業
計　

売上高       

外部顧客への売上高 22,975 3,432 26,408 572 － 26,980

セグメント間の内部売上高又は振

替高
0 0 0 23 △24 －

計 22,976 3,432 26,408 596 △24 26,980

セグメント利益又は損失（△） 2,979 378 3,358 △56 △916 2,385

（注）１.　その他には、新聞及び出版事業等を含んでおります。

　　２.　セグメント利益又は損失の調整額△916百万円は、全社費用△947百万円及びセグメント間取引消去31百万

　　　円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　３.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

（参考情報）

〔所在地別セグメント情報〕　

　 （単位：百万円）

 日本 アジア 北米 欧州 合計 消去又は全社
四半期連結損益
及び包括利益計
算書計上額

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 12,665 9,136 3,445 1,733 26,980 － 26,980

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,156 671 2 10 1,840 △1,840 －

計 13,821 9,808 3,447 1,743 28,821 △1,840 26,980

営業利益 1,077 1,611 321 130 3,141 △755 2,385

　

 (関連情報）

〔地域ごとの売上高情報〕

（単位：百万円）

 日本 韓国 アジア(注2）　 アメリカ 北米(注3）　 欧州 その他 合計

　売上高(注1） 12,689 3,416 5,612 2,949 636 1,648 28 26,980

　　　(注) １.売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　　　　　 ２.アジアの数値は韓国の売上高を含んでおりません。

　　　　　 ３.北米の数値はアメリカの売上高を含んでおりません。
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 Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

〔報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報〕

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他

（注1）　

調整額

（注2）

四半期連結損益

及び包括利益計

算書計上額

（注3）　

合成樹脂

成形品事業

ベッド及び家

具事業
計　

売上高       

外部顧客への売上高 29,378 3,829 33,208 560 － 33,768

セグメント間の内部売上高又は振

替高
0 0 0 26 △27 －

計 29,379 3,829 33,208 587 △27 33,768

セグメント利益又は損失（△） 3,611 440 4,052 △38 △1,211 2,802

（注）１.　その他には、新聞及び出版事業等を含んでおります。

　　２.　セグメント利益又は損失の調整額△1,211百万円は、全社費用△1,085百万円及びセグメント間取引消去

      △126百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　３.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

（参考情報）

〔所在地別セグメント情報〕

　 （単位：百万円）

 日本 アジア 北米 欧州 合計 消去又は全社
四半期連結損益
及び包括利益計
算書計上額

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 17,370 10,335 4,011 2,051 33,768 － 33,768

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,229 953 5 3 2,192 △2,192 －

計 18,600 11,289 4,016 2,054 35,961 △2,192 33,768

営業利益又は損失（△） 2,292 1,170 257 △69 3,650 △848 2,802

　

 (関連情報）

〔地域ごとの売上高情報〕

（単位：百万円）

 日本 韓国 アジア(注2）　 アメリカ 北米(注3）　 欧州 その他 合計

　売上高(注1） 17,262 4,157 6,210 3,402 726 1,969 38 33,768

　　　(注) １.売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　　　　　 ２.アジアの数値は韓国の売上高を含んでおりません。

　　　　　 ３.北米の数値はアメリカの売上高を含んでおりません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 20円14銭 23円72銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,076 1,256

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,076 1,256

普通株式の期中平均株式数（千株） 53,436 52,976

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 20円13銭 －

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

（うち支払利息（税額相当額控除後）

（百万円））
(－) (－)

普通株式増加数（千株） 4 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

―――――― ――――――

（注）１．当第１四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　　　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎となる自己株式数には、「株式給付信託（信託型従業員持株インセ

ンティブ・プラン）」ニフコ従業員持株会専用信託（以下、「信託口」）が所有する当社株式459,100株を含

めております。これは当社と信託口が一体であるとする会計処理に基づき、信託口が所有する当社株式459,100

株を含めて自己株式として処理しているためであります。　

　

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月９日

株式会社ニフコ

取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浅 井　   満　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐々木　雅広　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニフコの

平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成24

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニフコ及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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